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電話をかける 


親機で電話をかけるときの操作でず。 


ダイヤルボタン 
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ライト） 

「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 


♦まちびい電話を防ぐために「ツー」といラ 
音を確かめたあと、正しくダイヤルしてく 
ださし、。 

•押したボタンの番号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル 
機能腐 =2-5 ページ） 



通話び終わったら 

受話器を戻す 
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親機で電話をかける 



電話をかける 
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■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 電話がかけ百れないとまは （ B ®=8-15 ぺージ） 

■ 通話中やな留中に巧おファクス受信に切日畳わる 
とまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信 （B を9-已ぺ 一 
ジ）を「ナシ」にします。 

■ 通話中にファクスを夏信するとまは 

親機で通話中のとさは . モ機で通話中の 
とさは0を押します。 

■ 読上げボイスダイヤル機能の音量ををえるとさは 

「親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。（1®= 1-23 ぺージ） 

(読上げボイスダイヤル機能の音量は、親機のス 
ピーカー音量と連動しています。スピーカー音量 
を変えずに読上げボイスダイヤル機能の音量だけ 
を変えることはできません。） 

■ 読上げボイスダイヤル機能を招おずるとさは 
(防 2-5 ベージ） 


電話をかける 


■ 受話器を取己ずに電話をかけるとさは 

を押してからダイヤルします。 
スピーカーから相手の声び聞こえますので、天気予 
報や時報を聞くときに便利です。ただし、相手のち 
との通話はでさません。通話するとさは受話器を 
取ってお話しください。 


巧^お知 S せ 

• 表示される通話時間は已9分已9秒までです。この 
時間を超えると0秒から新しくカウントされま 
す。 

• 電話をかけた巧手のちびナンバー-ディスプレイ 
対応の電話機やファクスで、ナンバー-ディスプ 
レイなどのサービスをご利用のときは、ご自分の 
電話番号び巧手のちに通知（表示）されます。通 
巧ずる/しないは、現在お選びの番号通知方法に 
よって異なります。 

•受話器を上げたり、オンフックボタンやダイヤル 
ボタンを押すと、ダイヤルボタンび約5砂間点灯 
します。（ダイヤルライト）約日秒たつと消えま 
ずび、続けて上記の操作をするとまた点灯しま 
す。 

♦読上げボイスの発声中に次のダイヤルボタンを押 
ずと、発声中の声を止め、次に押されたま号を発 
声します。このため、早くボタンを押すと音声び 
途切れます。音声を確認してから次のボタンを押 
ずことをおすすめします。 




電話をかける 
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電話をかける 


子機で電話をかけるときの操作でず。 



S モ機で電話をかける 


充電器から取って 

嗟を巧す 

♦通話ボタンび点なします。 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 





♦まちびい電話を防ぐために、ダイヤルする 
とさは、「ツ ー 」音を確かめたあと、正し 
くダイヤルしてください。 


途中でやめるとさは 

( 0 を押します。 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


•充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
9 〇 

•通話時間の表示は、約日砂後に消えます。 



r ピーピ ー J 音が聞こえるとまは 
(臨 8-26 ぺージ） 


■ 子機を巧5ずに電話をかけるとまは 

オンフック 

@を押してからダイヤルします。 

スピーカーから 巧手の声び聞こえますので、天気 
予報や時報を聞くとさに便利でず。ただし、巧手 
の方との通話はでをません。通話ずるとさはテ機 
を取ってお話しください。 


巧^お知6せ 

• ご使用環境によってはテ機から電話びかからないこ 
とびあります。少し場所を移動してみてください。 
• 親機でコピー中のとさは、子機で電話をかけるとこ 
はでさません。 

• テ機で電話をかけるとさは、読上げボイスダイヤル 
機能は働さません。 



電話をかける 

































読上げボイスダイヤル機能を利用ずる 


親機で電話をかけるときやファクスを送るとき、巧し 
たダイヤルボタンのを号を、スピーカーの音声でお知 
5せしまず。（読上げボイスダイヤル機能） 

工場出巧時は、読上げボイスダイヤルび設定されてい 
まず。 



受話器を上げるか、 t 窗9を巧してか5、 化脚?於 を巧す 

♦読上げボイスダイヤルび設定されているとさは、上記の操作で 
読上げボイスダイヤルび解除されます。 


♦読上げボイスダイヤルび解除されているときは、上記の操作で 
読上げボイスダイヤルび設定されまず。 


3 =アケ''夕’イヤルセツテイ 


読上げボイスダイヤル機能が設定されているとさ 

•受話器を取るか®を押してからダイヤルずると、 
押したボタンのま号をスピーカーの音声でお知らせ 
します。 


ボタンの読み方 


ののの（が、', 
©0 
0の©\ 
000 



■ 読上げボイスダイヤル機能の音量をおえるとまは 

「親機のスピーカー音量を変える」の操作をして 
ください。（防 1-23 ぺージ） 

(読上げボイスダイヤル機能の音量は、親機のス 
ピーカー音量と連動しています。スピーカー音量 
を変えずに読上げボイスダイヤル機能の音量だけ 
ををえることはでさません。） 


巧^お知6せ 

参読上げボイスの発声中になのダイヤルボタンを巧 
すと、発声中の声を止め、なに押されたを号を発 
声します。このため、早くボタンを押すと音声び 
途切れます。音声を確認してからなのボタンを巧 
すことをおすずめします。 

• ダイヤルを始めてから、読上げボイスダイヤル機 
能を解除/設定することはでさません。 
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読上げボイスダイヤル機能を解除/設定する 



読上げボイスダイヤル機能を利用する 
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電話を受ける 


親機で電話を受けるときの操作でず。 




呼出音び鳴ったら 

ま話巧を取る 



通話び終わったら 

受話器を房す 



■ 巧出音の大きさを巧えるとまは 

(巧おの呼出音量ををえる腐=1 -23 ぺージ） 

■ 通話中や巧手の方び巧留中に巧おファクス受信に 
切日替わるとまは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「ナシ」に 
しまず。 （ B 穿9-已ぺージ） 

■ 通話中にファクスを受信するとまは 
(防 2-3 ぺージ） 


巧^お知6せ 

参電話びかかってをたとを、親機のダイヤルボタン 
び点滅しまず。 

•ナンバー.ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってをたとさ、巧手のちの電話番号などびディ 
スプレイに表示されまず。 （ bS '7-2 〜 7-23 ぺ一 
ジ） 

• 表示される通話時間は已9分已9秒までです。この 
時間を超えると0秒から新しくカウントされま 
ず。 



0:30 

チヤクシンツウワ 
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親機で電話を受ける 



電話を受ける 
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電話をまける 


モ機で電話を受けるときの操作でず。 

電話びかかってくると、最初に親機の呼出音び鳴っ 
て、かし遅れてモ機の D 乎出音が鳴りまず。 





呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を rOFF」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

参通話ボタンび点灯しまず。 



■ 巧出音び鳴つているとまに音を r 切 J にするとをは 

呼出音び鳴っているときに^を押ずと、音び 
「现になります。（親機は鳴り続けまず。） 
なに電話びかかってきたときは、もとの設定して 
いる呼出音び鳴りまず。 

■ 巧出音の大きさを密えるときは 

(モ機の巧出音量を変える1 -24 ぺージ） 

■ 通話中や巧手の方げ巧留中に巧おファクス受信に 
切日替わるとさは 

声などに反応して、まれにおまかせ受信び働くこ 
とびあります。 

頻繁におこるとさは、おまかせ受信を「ナシ」に 
しまず。 （B ぞ9-已ぺージ） 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


♦充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
ます。 

♦通話時間の表示は、約5巧後に消えます。 



巧^お知 S せ 

♦テ機を充電器から取るだけで、通話ボタンを押さ 
なくてを電話を受けることびでさます。（クイッ 
ク通話日-11ページ） 

♦子機や充電器を設置するときは、親機や PHS/ 
携帯電話の充電器、その他の電気製品などと一緒 
に置かないでください。（でさるだけ離してくだ 
さい。）テ機の呼出音び鳴らなくなることびあり 
まず。 

♦ナンバー-ディスプレイを契約すると、電話びか 
かってさたとを、巧手のちの電話番号などびディス 
プレイに表示されます。〜 7-23 ぺージ） 

♦親機でコピー中のとをは、テ機で電話を受けること 
はでをません。また、呼出音を鳴りません。 




J 子機で電話をまける 



電話を受ける 
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優先 [ I 乎出を設定ずると、電話びかかってをたとを、設 
定されたモ磯だけに呼出音び鳴りまず。 





■ 途中でやめるとまは 

( 0 を押しまず。 

■ 優巧呼出を解除ずるとをは 


ディスプレイにび表示されているとさに、 
手順1〜2の操作をします。 


「ピピッ」と鳴り、ディスプレイの dig 固び、消 
えまず。 




♦ 


ソ3: 


優先呼出の表示び 
消えます 


: A：; または女 
で r ユウセン3 
ビダシ J を選ん 
だあと、@を巧 
す 



»「ピー」と鳴り、ディスプレイに 惰巧呼出I 
と表示されて、優先呼出び設定されます。 


をお知 S せ 

参設定後、9時間経過したときは優先呼出び自動的 
に解除されます。 

参優先呼出を設定できる子機は、1台のみです。 
UX-F12CW をご利用時や UX-F12CU こ子機を 
増設しているとさで、すでに他の子機を優先呼出 
に設定しているときは、「ピピピピ」とアラーム 
び鳴り、優先呼出を設定することはでをません。 

•優先呼出を設定したあとで、子機の充電池を交換 
すると、 dig 国の表示は消えますび優先呼出は設 
定されたままになります。 （MU 国を表示させると 
をは、解除してをう一度設定し直してください。 

参優先呼出を設定しているとさは、親機や他の子機 
で電話を受けることはでをません。 

♦優先呼出を設定していてち、留守設定時は留守機 
能び働を、親機で自動応答します。 

♦親機でコピー中のときは、優先呼出を設定してい 
てち、子機で電話を受けることはでさません。ま 
た、呼出音も鳴りません。コピー終了をは、子機 
で受けることびでさます。 




S 子機だけに電話がかかって<るよ5にずる（優先極出) 


J 優巧巧出を設定する 


話 



巧 QQQ®o 

© 因の qq}a 
のの ® Q 




テ機だけに電話びかかってくるよラにする(優先呼出 
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通話中にお待たせずる（保留) 


通話中、相手のちをお待たせずるときに、メ□デイー 
を流しまず。 

(曲名：「ビユーテイフル.ドリーマー」） 






巧綜/クリア 

/ S ) 




巧综/保留 
〇 


親機で通話中にお待たせする 


1通話中に 


日： 30 

巧綠/保留—_ "HI — 

〇を巧して、 

ホ U ユウ中 

受話器を房す 


参な留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 

えな< な0ます。 



再び通話ずるとをは 

ま話巧を取る 


♦保留メ □ディーび止まり、 
ラになります。 

参受話器を戻さなかつたと; 
内線 /f 呆留ボタンを押すと 
す。 



J モ機で通話中にお待たせする 


通話中に 

@7を巧す 



♦な留メ□ディーび流れ、お互いの声び聞こ 
えなくなります。 

♦通話ボタンび点滅します。 


再び通話するとさは 

もまたは" gf を巧す 


•保留メロディーび止まり、 
うになります。 

♦通話ボタンび点なします。 


■ 巧留中に化の電話機で電話に出るとさは 
{ひとり巧送咳 =2-38 ぺージ） 



感⑥感 ® 
® 感感 ® 



通話*にぉ待たせする i ) 
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よく利用ずる電話番号を、電話幅に登録しておくこと 
がでさまず。 

親機では最大100人分のま号を登録ずることびでき 
まず。 

また、登録した電話帳の番号や名前を修正ずることも 
でをまず。 



■ 透中でやめるとさは 

るを押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 


/粧、 


^視機の電話帳に登録する 



1 置 M 能〇 巧巧ず 

〈トウ□ク/キノウ〉 


1:シヨキトウ□ク 

2 单' または 辛で 

〈テ'' ンワチヨウ〉 

r デンワチヨウ J 

111: トウ□ク2:テンソウ 

を選びを 


巧ず 


6 r トウ□ク J を 

アイテ；^イトウ□ク カナ 

選びを巧 

■ 

す 


4 ち前を入れる 

アイテ；^イトウ□ク カす 

撮大 20 文き） 

イケタ’ ヴ トシ 

(陪 1-31 〜 


1 -33 ページ） 


参名前の入力を省略するときは、 FAX スター 

卜/ミ夫定ボタンを押して手順日にをみます。 

名前を入力しないで電話番号を登録すると、 

名前のところに電話番号び表示されまず。 


FAX ストト/游 

を巧す い、'' ンつ'' クトウ□ク 

N 0.= 




6 電話ま号を入れる 
(最大32ケタ） 


八'' ンコ•ウトウ□ク 

NO . =0312345678 


♦ま号を入れまちびえたとさは、キャッチ/消 
去ボタンを押すと、1つ前の番号び消える 
ので、を5—度入れ直します。 


♦ナンバー■ディスプレイをご利用のちで、電 
話帳に登録した相手のちを名前で表示させる 
とき （ISV-2 ページ）や着信鳴り分けをさせ 
るとき （0 穿 7- 14〜 7- 16ぺージ）は、同じ 
市内でち必ず市列局番か5登録してください。 

7 ド4)(ス，ート/瓶 

ご^を巧す - 

トウ□クシマシタ 


♦続けて登録するときは手順4〜7をくり返 
し行ってください。 

8 cS > を巧す 


親機の電話帳に登録する 



親機の電話帳に登録する 


域風風風 
@⑤⑨⑨ 
①@@@ 
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視機の電話帳に登録する 


■ 規機の電話帳の内容を1件ずつミ肖ずとまは 

① を押ず 

② ;'A'; または：、'で消'去したい巧手のちを選ん 
だあと、キ； go を押ず 

③ もう一度、キ羅〇を押す 

④ cS> を押す 

■ 規機の電話植の内容をずべてミ肖去するには 
{防 9-4 ぺージ） 


■ 登録した内容を巧認ずるとまは 

電話番号 U ストをプ U ントします。 

(操作ち法 1) 

① を巧す 

② ； 'A'; または：、'で「インサツ」を還び 
在押ず 

③ 「デンワバンゴウリスト」を違ぶ 

④ 娜す 


(操作ち法 2) 

①/ を巧ず 


②: 


を押ず 


■ 規機の電話植の内容をモ機にち登録するときは 
{防 2- 15ぺージ） 

■ ポーズについて 

] 回目に 日！ （再ダイヤル）ボタンを押すと、約4 
砂間の待ち時間びでをます。続けて入力ずると、 

2回目(降から約2秒間の待ち時間びできます。 
ポーズを入力するのは、構内交換機から0発信す 
るとさだけにして < ださい。 

それし U 外のとさにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。 


巧^お知 S せ 

•親機の電話帳には、あらかじめなの3件の電話番 
号び登録されています。あらたに登録できるのは 
97人分です。10□人分登録したいときは、この 
内容を消してください。 


参まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録す 
るときは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。また、登録後は電話番号リスト 
をプリントして、おかめて < ださい。 

•ナンバー-ディスプレイをご利用のちで、電話帳に 
登録した相手のちを名前で表示させるとを （B 穿 7-2 
ページ）や着信鳴り分けをさせているとき （B 穿 7- 
14〜 7-1 日ぺージ）は、同じ巿内の番号でを必ず市 
外局まから登録してください。 

•市が局まの前に「184」、「18己」などの番号 
を登録すると、ナンバー■ディスプレイご利用時 
の名前表示（防' 7-2 ページ）や着信鳴り分け 
(B 穿 7-1 4〜 7-1 6ぺージ）び働かなくなりまず。 

•電話帳を登録するときに、名前を入力しなかった 
ときは、電話番号び名前として登録されます。 


»ジホウ 
タテンキ3ホウ 
»デンワアンナイ 




親機の電話帳に琶録する 


7 7 4 
17 0 
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規機の電話帳に登録する 


■ 途中でやめるとまは 

るを押します。 

■ 1つ前に戻るときは 

*^〇を押しまず。 


-JmllSii 巧 } B す 


FAX スタ-卜/游 


を巧す 


/ v ンコ''ウトウ□ク 

N 0. =0312345678 


:▲) または: y ) 
で修正する巧手 
の方を選ぶ 


登録/!能〇 を巧す 


イケタ'' サトシ 

D 電話番号を入れ直 

A '' ンコ’ウトウ□ク 

0 312 3 4 5 6 7 8 

す 

N 0. =090876454321 


アイテ；^イトウ□ク 

カナ 

イケタ‘' サトシ ■ 



♦キャッチ/消モボタンを押すたびに、表示さ 
れている最後の数字から順に消えます。そ 
のあと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

•電話番号を修正しないときは手順 7 に進ん 
で < ださい。 


4を前を入れ直す 

(陪1 -31 〜1 - 
3 3 ページ） 

♦名前を修正しないとさは手順日に進んでく 
ださい。 


アイテ；^イトク□ク 

カナ 

イケタ'' 7サル 



FAX スター ト/ミ視 


を巧す 


トウ□クシ7シタ 


•待機画面に戻ります。 


親機に登録したを前や番号を修正する 



親機の電話帳に登録する 
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■ 途中でやめるとまは 

S を押します。 

■ 電話帳の内容をミ肖ずとまは 

① ;'んまたはで巧手のちを選んだあと、巧) 
を押ず 

② ; ' i '; または（▼''，で「ショウキョ」を選んだあ 
と、を2回押す 

「ピー」と鳴り消去び完了します。 


■ モ機で登録した電話幅の内容を親機にち登録ずる 
とさは （ BS ' S - ie ベージ） 

■ ポーズについて 

1回目に团（再ダイヤル）ボタンを押すと、約4 
秒間の待ち時間びでをまず。続けて入力すると、 

2回目し U 降から約2秒間の待ち時間びでをます。 

ポーズを入力ずるのは、構内交換機から0発信す 
るとさだけにしてください。 

それじ(がのとさにポーズを入力すると、正しく電 
話びかからないことびあります。 

ディスプレイには_ (アンダーバ ー) で表示され 

ます。 2-13 



を前を入れる 
(最大12义き） 

(豚]-34〜 1- 
3日ページ） 


カナ 


•名前の入力を省略するときは、機能ボタン 
を押して手順4に進みます。 

名前を入力しないで登録ずると、名前のと 
ころに電話番号び表示されまず。 

(12 ケタまで） 


電話番号を入れる 
(最大16ケタ） 


♦ま号を入れまちびえたとさは内線/ク U アボ 
タンを押してま号を消したあと、もラー度、 
入れ直します。 

♦内線/クリアボタンを2砂し U 上押すと、ずべ 
てのま号び消えます。 


を巧す 



>「ピー」と鳴り、残りの登録可能件数を表 
おして登録を完了します。 


参続けて登録するときは手順1 
し行ってください。 


•日をくり返 


子機の電話帳に登録する 




よく利用ずる電話番号を、電話帳に登録しておくと、 
マルチファンクシヨンキーで巧手のちを還んで電話を 
かけることがでさまず。 

テ機では、1台につを最大100人分の番号を登録で 
をまず。 

また、登録した電話帳のを号は修正ずることもでさま 
ず。 



J モ機の電話帳に登録する 



テ機の電話帳に登録する 













































子機の電話帳に登録する 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 



3 ^巧巧す 

nil U 

\\ JA い JAj 


ノ」リ 


電話番号を入れ 
直す 


•内線/ク U アボタンを押ずたびに、表示され 
ている最後の数字から順に消えます。その 
あと、ダイヤルボタンで入れ直します。 

♦内線/ク U アボタンを2秒じ(上押し続けると、 
表示されている数字をすべて消すことびで 
をます。 

途中でやめるとまは 

@ を押します。 


巧^お知 S せ 

♦テ機の電話帳にはあらかじめ、3人分の電話ま号 
び登録されていまず。あらたに登録できるのは 
日7人分です。100人分登録したいときは、この 
内容を消して < ださい。 


• まちびい電話を防ぐため、電話帳にま号を登録す 
るとさは、ディスプレイ表示を見なびら正しく登 
録してください。 

♦ナンバー.ディスプレイをご利用のちで、電話帳に 
登録した相手のちを名前で表示させるとき（防' 7-2 
ページ）や着信鳴り分けをさせているときけ穿 7- 
14〜 7-1 己ぺージ）は、同じ巿内の番号でも必ず市 
が局まか5登録してください。 

♦市外局まの前に「184」、「18巨」などのま号 
を登録ずると、ナンバー•ディスプレイご利用時 
の名前表示（防 7-2 ぺージ）や着信鳴り分け 
(防 7- 14〜 7-1 己ぺージ）び働かなくなります。 

♦電話帳を登録するときに、名前を入力しなかった 
ときは、電話ま号び名前として登録されます。 

♦テ機に登録した名前を修正することはできませ 
ん。 


>ジホウ 
タテンキ3ホウ 
》バンゴウアンナイ 


子機に登録した番号を修正する 



テ機の電話帳に登録する 


7 7 4 
17 0 















電話帳を面送ずる 


親機で登録した電話帳をモ機にまた、テ機で登録した 
電話帳を親機に転送ずることびできまず。 

電話帳を転送すると電話帳の内容び転送先に追加され 
まず。 


1 登録/歷〇 を 巧ず 

くトウ□ク/キノウ〉 


1:シヨキトウ□ク 


または中で 
r デンワチヨウ J 

巧 3, だ FAX スター ト/能^ _ 

を選ひを 


巧す 


:_▲) または，で 
r テンソウ J を 
選びを巧 
す 


斤'' ンワチョウ〉 

1:トウ□ク2:テンソウ 


〈テンソウ〉 

1:セ'' ンケンテンソウ 


r ゼンケンテン 
ソウ J を選び 
を巧す 


〈セ'' ンケンテンソウ〉 
111： コキ1へテンソウ 


:争）または午で 
ri ケンゴトテ 
ンソウ J を選び 

fp ?? を巧す 


A ) または，で 
面ちしたい巧手 
の方を選び 
を巧す 


〈テンソウ〉 

イケタ'' サトシ 


C FAX スタ-卜/ミ紹 


▲) または: T で 
面送巧のモ機を 
選びを巧 


す 


(ただし、17 ケタ！;!上の ま号で登録している 
データは 転送できません。） 

■ 途中でやめるとまは 

あを押します。 

■ 1つ前に房るとまは 

可 go を押しまず。 

■ 「テンソウデキナイデータガア U マスソウサヲツ 
ジケマスカ J と表ちされたときは 

この表示は17ケタしソ上のま号で登録しているとさ 
に表示されます。 

を押すと、その巧手の方しソ外のデータを転 
送します。 

をお知 S せ 

•転送するとさはでをるだけ、まわりに他の子機や 
電気製品などびない場所で行ってください。電波 
障害などで転送でさないことびあります。 

• 転送中は、子機に衝撃を与えないよラにしてくだ 
さい。転送できないことびあります。 

参転送する件数と登録でさる件数を確認して親機や 
子機の電話帳び100件を超えないようにしてく 
ださい。] 00件を超えた電話帳の内容は転送さ 
れません。 

• 工場出荷時にあらかじめ登録されている電話番号 
(天気予報、時報、ま号案内）を転送することは 
でをません。 

♦同じ名前、同じ電話ま号で登録している電話帳の 
内容は転送されません。 

ただし、1か所でを修正した電話帳の内容は別の 
データとして扱われて転送されます。 

• 転送してち親機や子機に登録されていた電話帳の 
内容は上書をされません。 

• 転送しても親機や子機に登録されていた電話帳の 
内容は消えません。 



すべて乾送するとをは 


1件ずつ転送するとをは 


〈テンソウ> 

1:コキ1へテンソウ 


親機の電話帳を子機に起送する 



電話帳を転送する 
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電話帳を拓送する 


S モ機の電話帳をすべて巧機に拓送する 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

1^を巧す 


または中 I 
で r デンワチョ 
ウテンソウ J を 
選んだあと、 

を巧す ^ 


参通話ボタンび点滅します。 

• 「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約3□砂 
間表示されます。 

(切ボタンを巧すと消えます。） 


S 子機の電話帳を1件ずつ親機に起送する 


通話ボタンを消灯させた巧態で操作します。 


またはイ1 
で拓をしたい巧 
手の方を選んだ 
あと、0を巧す 


■ 途中でやめるとまは 

( 0 を押します。 


またはイ I で 
r デンワチョウテ 
ンソウ J を選んだ 
あと、^を巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 

参「ピー」と鳴ったあと、上の表示び約30砂 
間表示されます。 

(切ボタンを巧すと消えます。） 


資^お知 S せ 

参同じ名前、同じ電話ま号で登録している電話帳の 
内容は転送されません。 

ただし、1か所でち修正した電話帳の内容は別の 
データとして扱われて転送されます。 

• 転送してち親機や子機に登録されていた電話帳の 
内容は上書をされません。 

• 転送してち親機や子機に登録されていた電話帳の 
内容は消えません。 



電話帳を転送する 














電話帳に登録すると、簡単に柏手の方を度ふことかで 
きまず。電話帳は、頭で字をもとに数字（0〜9) ^ 
英字 （ A 〜 Z ) 一50音の順に並べ5れていまず。 

ち前の頭文字を選んで巧手のちを選ぶことちでをまず。 





視機の電話帳で電話をかける 




ダイヤルボタン 





1: ▼，’ 

み 

く ►。電話帳 


一 



受話器を置いたまま操作します。 



通話び終わったら 

受話器を房す 



■ 途中でやめるとさは 

-相手のちを選んでいるとをはを押しまず。 

-通話中は受話器を戻します。 

■ 受話器を巧ったちと、電話帳で電話をかけるとを 
は （184 や186などをつけて電話をかけると 
を） 

① 受話器を取る 

(184 (非通知）や] 8日（通知）などをつけ 
て電話をかけるときは、このあと「184」や 
「18己」をダイヤルします。親機び発信中の 
ときは、③〜⑤の操作を行うことびできませ 
ん。かし待ってから®〜⑤の操作を行ってく 
ださい。） 

② を押したあと、 I ; A ) または |: V ) で相 
手の方を選ぶ 

③ 娜す 

④ 巧手のちとお話しずる 

⑥通話び終わったら受話器を戻す 


資^お知 S せ 

• 電話帳から自動的に電話をかけるときは、読上げ 
ボイスダイヤル機能は働きません。（「184」 
などダイヤルした番号では働さます。） 


1ク 。雷話《 を巧して 
か5、みまたは 
:7,1で巧手の方を 
選ぶ 


イケタ'' サトシ 

0 312 3 4 已 678 


♦ディスプレイで相手のちを確かめます。 

2ま話巧を取る 


イケタ'’サトシ 

0 312 3 4 5 6 7 8 

参還んだ巧手の方へ自動的に電話をかけます。 


親機の電話帳で電話をかける 


琢⑥⑨璧 
思 ⑤⑥⑨I 
汚域—◎澄 



疆屋をかける 
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視機の電話帳で電話をかける 


■ 途中でやめるとまは 

-巧手のちを選んでいるときはがを押します。 
-通話中は受話器を戻します。 



1ぐう™ 醒が田ホ 


テ"ンワチヨウ 

日ケン 

(ノコリ 

9 4ケン） 


受話器を取る 


イケタ'' サトシ 
0312345678 
_ 


イケタ'' サトシ 
0312345678 


2 巧手の方のち前 
の頭文字をダイ 
ヤルボタンで入 
力ずる 

•選んだ文字から近い名前の巧手のちを表示 
します。 

♦探す巧手のちび選ばれていないとをは、；' 
または，'、'▼'，で違びます。 


•選んだ相手のちへ自動的に電話をかけます。 


4巧手の方とお話 

しする 



親機の電話帳からち前の頭文字を探して電話をかける 



親機の電話帳で電話をかける 
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通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 

1みまたは: y ) 

で巧手の方を選ぶ 



巧手の方とお話 
しする 


を押すと電話番号を表示して確認する 
ことびでさます。 



を巧す 



♦通話ボタンび点なします。 

参ダイヤルを始めます。 

I 途中でやめるとまは 

( 0 を押します。 

117ケタな上のま号をダイヤルずるとき 

電話帳には、電話き号を最大16ケタまでしか登録 
でさません。17ケタじ(上の電話番号のとをは、ま 
号を分けて登録しておけば続けて使えます。 
(チェーンダイヤル機能） 

① 手順1〜2または r モ機の電話帳から名前の頭 
で字を探して電話をかける」 （ b ®=2-2 〇ぺ一 
ジ）の手順1〜4を行い、最初のま号をダイヤ 
ルずる 

② を押す 

③ 手順1または「子機の電話帳から名前の頭文 
字を探して電話をかける」 （ b ®=2-2 〇ぺ一 
ジ）の手順1〜4を行い、なのダイヤルをずる 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


参充電器に戻さないとさは、切ボタンを押し 
ます。 



巧^お知5せ 

•親機でコピー中のときは、子機で電話をかけるこ 
とはでさません。 


子機の電話帳で電話をかける 




電話帳に登録ずると、マルチフアンクシヨンキーの 
操作だけで相手のちを還ぶことびできまず。 
電話帳は、巧の順に自動的に並べ換え己れまず。 
数字 （0^9) ^英字 （ A ^ Z ) ^50音順 



J モ機の電話帳で電話をかける 


テ機の電話帳で電話をかける 
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モ機の電話帳で電話をかける 


•相手のちの番号が表示され、タイヤルを 
始めます。 


巧手の方とお話 
しする 




m 


通話び終わったら 

巧電器に房す 



通話ボタンを消灯させた状態で操作します。 


を}甲す 



巧手の方のを前 
の頭义字をタイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例）「イ」で探す： 

( Q を2回巧す 



:▼) を巧す 


♦充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
ます。 


■ 途中でやめるとまは 

が を巧します。 


•入力した文字から始まる巧手の方を表示し 
ます。 

•該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないとさは、最ち近いなの名前を表示 
します。 


名前の頭文字を入力して、相手のちを選ぶことちで 
をます。 



J モ機の電話帳か6を前の頭文字を探して電話をかける 


参 

は方^ 
たのと 
ま手あす 
,0.巧だ巧 
▲でんを 

4 



モ機の電話帳で電話をかける 
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ホツトラインダイヤルを利用する 


テ機ではよく電話をかける巧手のちをホットラインダイ 
ヤルに登録しておくと、簡単な操作で電話をかけること 
がでをます。（ホットラインダイヤル） 

ホットラインダイヤルを登録するにはあ日かじめデ機の電 
話帳に登録しておく必要びあります。（防 2- 13ぺージ） 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 


( A ) または： ▼) 
で登録したい巧 
手の方を電話帳 
か S 選んだあ 
と、巧す 



>「ピー」と鳴り、選んだ巧手のちの電話番 
号を登録しまず。 


通話ボタンを消打させた状態で操作しまず。 



透中でやめるとさは 

^を押します。 

ホツトラインダイヤルの登録を ミ 肖ずとまは 

ホットライン 

q ' を2砂し U 上押します。 

( 「ピー」と鳴ったあと、ホットラインダイヤル 
の登録を稱除します。） 


巧^お知 S せ 

♦ホットラインダイヤルの登録は、それぞれのモ機 
に1つです。親機には登録できません。 

•通話ボタンを押したあと、ホットラインダイヤル 
ボタンを押してち、電話をかけることびできま 
ず。 



のジ r •フノ 

ヴレを巧 T 

♦通話ボタンび点な 
し自動的にダイヤ 
ルを始めまず。 


が 


相手の方び電話に出たら 

@を巧して巧手 

麵 /" 

の方とお話しす 
る 




ツトラインダイヤルで電話をかける 


S 電話帳か5ホツトラインダイヤルに登録する 



ホットラインダイヤルを利用する 
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電話をかけ直ず（再ダイヤル) 


相手のちびお話し中などで、ち5—度電話をかけ直ずときは、再ダイヤルボタンを使って簡単に電話をかけ 
直ずことびできます。 

親機では、最後にかけた電話番号び1件記憶されていまず。 

モ機では、最大3件記憶されていまず。 



1受話器を取る 



llnll 


Q 



通話び終わったら 

受話器を房す 


イ ケタ'' サトシ 
0 3 1 2 3 4已6 7 8 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 
再ダイヤル日! <>を巧す 


♦親機で再ダイヤルでをるま号は32ケタまで 
です。 

♦まちびい電話を防ぐために、「ツー」とい 
ラ音を確かめたあと、再ダイヤルボタンを 
巧して < ださい。 

♦最後にかけた巧手のちに電話をかけます。 

■ 途中でやめるとさは 

受話器を戻します。 

■ 規機の再ダイヤルの記憶をミ肖まずるとさは 

受話器を置いたまま操作します。 

① 再ダィャル日^^を押す 

② 气造〇を押す 

③ 「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消去され 
まず。 



をお知 S せ 

• 呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを押 
ずと、次に再ダイヤルしたとを、ちびラところに 
電話びかかることびあります。このとをは、ダイ 
ヤルボタンを押してかけ直して < ださい。 

参再ダイヤルの番号は、親機とテ機で別々に記憶し 
ていまず。親機でかけたま号をテ機で再ダイヤル 
ずることや、モ機でかけたま号を親機や他の子機 
で再ダイヤルずることはでさません。 

参再ダイヤルで電話をかけ直すときは、読上げボイ 
スダイヤル機能は働きません。 



親機で電話をかけ直す 



電話をかけ直す(再ダイヤル) 
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J 子機で電話をかけ直す 


モ機を巧電器か 
5取って〇(パを 
巧す ^ 


参最後にかけた巧手のちび表示されます。 



:▲) または▼で 

難 あと、 感 




参モ機で再ダイヤルできるま号は最大24ケタ 
までです。 

■ 途中でやめるとまは 

(0 を押します。 

■ モ巧の再ダイヤルの記憶をずべてミ肖去ずるときは 

通話ボタンを消なさせた巧態で操作します。 

① を巧す 

② または：、▼，'，で「サイダイヤルク U ア」を 
還んだあと、を押す 

③ もう一度、@を押す （ r ピー」と鳴ったあ 
と、ずべての再ダイヤルの記憶を消モしま 
す。） 


通話び終わったら 

巧電器に房す 


•充電器に戻さないときは、切ボタンを押し 
ます。 



巧^お知 S せ 

♦呼び出し中や通話中に誤ってダイヤルボタンを巧 
すと、次に再ダイヤルしたとさ、ちびラところに 
電話びかかることびあります。このとさは、ダイ 
ヤルボタンを巧してかけ直してください。 

• 再ダイヤルの番号は、親機と子機で別々に記憶し 
ています。親機でかけたま号を子機で再ダイヤル 
することや、子機でかけたま号を親機や他の子機 
で再ダイヤルする ことは でさません。 

•テ機の再ダイヤルの記録を、1件ずつ消去するこ 
とはでさません。 

♦親機でコピー中は、子機で電話をかけることはで 
さません 0 


電話をかけ直す（再ダイヤル） 




誦富 swg ダ車ル) 
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視機と子機の聞でお話しする（内線通話) 


親機か日モ機を呼び出して、お話ししまず。 


ダイヤルボタン 





コキヨヒ''夕•シ 

& _ 


親機 

黯22門 

〇 を巧し、モ 
機の内線番号を 
巧す 

(例）子機1 のときの 

•テ機の内線番号はテ機のディスプレイに表 
示している番号です。 


(#モ機 

呼出音び鳴ったら 

巧電器か5取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を rOFF 」 にしているとをは通話 
ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点灯します。 

■ 規傑とモ機の巧でほ話中にかか6電話びかかって 
さた百 

親機とテ機それぞれに呼出音び聞こえます。 

親機で話すには 

① 受話器を戻す（内線通話び切れます。） 

② 受話器を取る（がの巧手のちと通話できまず。） 

子機で話すには 

① S を押ず（内線通話び切れまず。） 

② 子機の呼出音び鳴り始めたら、^を押す 

(がの相手のちと通話でさます。） 




お話し終わったら 
親機 

受話器を房す 

モ機 

巧電器に房す 



♦充電器に戻さないときは切ボタンを押しま 
す。 


巧^お知 S せ 

• 内線通話では、保留はできません。 

•内線通話中に、モ機び親機に近づをずざると、 
「ピー」といラ音び出ることびあります。 

• 内線通話のとさは、読上げボイスダイヤル機能は 
働さません。 



験巧機か6モ機を呼び出してお話しする 



親機とモ機の間でお話しする(内線通話) 


風樹域風， 
©⑥⑨⑨ 
①@@@ 
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視機と子機の聞でお話しする（内線通話) 


テ機か6親機を呼び出してお話ししまず。 



1嫁モ機 

テ機を充電器から取 

奮を巧し 、* B 

おの内線ま号 
@を巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 





親機 


呼出音び鳴ったら 

ま話巧を取る 




お話し終わったら 

( lii ) 親機 

受話器を房す 

モ機 

巧電器に房す 

•充電器に戻さないときは切ボタンを押しま 
ず。 


巧綜/クリア 





J モ機か6巧機を呼び出してお話しする 


疆とモ機§で麵しする(内線通話) 
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電話をとりつぐ（とりつぎ拓送) 


親機で受けた電話をモ機へとりつぐときの操作でず。 


こんにちは 'I 



ダイヤルボタン 





内思/保留 
〇 


内思/保留 、 A 
〇 ►① 
(例）子機1のとき 


1 冊。麵„ 

通話中に〇 を巧 

し、モ傑の内線 
ま号を巧す 

♦巧手のちには、 f 呆留メ□ディーび流れます。 
♦テ機の内線番号はテ機のディスプレイに表 
示している番号です。 

♦テ機を増設しているとをは、続けて他のテ 
機の内線番号を押して呼び出すことびでを 
ます。（内線シフトコール） 


I モ機 




親機 


翁- 

呼出音び鳴ったら 

充電巧か5取る 


参充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているとさは通話ボタン 
を押します。 

♦通話ボタンび点なします。 



電話をとりつぐこと 
を伝えて 

受話器を房す 


♦受話器を置くと、子機でがの相手のちとお 
話しでをます。 



■ 呼び出してちモ 機が 出ないとまは 

次の（操作ち法 1) または（操作ち法 2) の操作 
をします。 

(操作方法1 ) 

① を押す（呼び出しをやめて、イ呆留になり 
まず。） 

② ちラー度を押す（相手のちとの通話に戻 
ります。） 

(操作方法 2) 

① 受話器を戻す 

② 再度、受話器を取るけ目手のちとの通話に戻り 
まず。） 


をお知 S せ 

参とりつぎ転送するときは、読上げボイスダイヤル 
機能は働をません。 


J 巧機か6モ機へとりつぐ 




電話をとりつぐ(とりつざ転送) 
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電話をとりつぐ（とりつを面ち) 


3^ モ機 

電話をと日ごぐこ 
とをちえて巧電器 
に房す 

♦充電器に戻さないとさは切ボタンを巧しま 
す。 

参このあと、親機でがのちとお話しでをまず。 



巧お/クリア 



がの巧手のちか5かかってをた電話をテ機か6親機に 
とりつぐときの操作でず。 



1機 

I 巧想/クリア 

通話中に@ を巧 

し、規傑の内線 
番号@を巧す 

•通話ボタンび点滅します。 


2 (1^ 親機 

呼出音び鳴ったら 

ま話巧を取る 


♦モ機とお話しできます。 


■ 呼び出してち規 機が 出ないとまは 

① を押ず（呼び出しをやめて、保留にな 
ります。） 

② もラー度を押ずけ目手のちとの通話に 
戻ります。） 



J モ機か6お機へとりつぐ 




電話をとりつぐ(とりつざ転送) 
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電話を自分ひとりでとりつぐ（ひとり拓送) 


かかってをた電話を自分ひとりで親機か6テ機、モ機 
か6親機にとりつぐことができまず。 

また、 UX - F 12 CW をご利用時または、 UX - F 12 CL 
でモ機を増設されたとをは、モ機か6化!のテ機へとり 
つぐことちでをまず。 


1 {? ~ ) 親機 


1 か だ oJ が W 

■ m/m 

0:30 

通話中に〇 を巧 

ホ 1」ユウ中 

し、受話器を民 


す 



子機 

巧電おか5取る 



♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を rOFF 」 にしているときは通話ボタン 
を押します。 

♦通話ボタンび点灯して巧手のちとお話しで 
さます。 


1若モ機 

テ機で通話中に 

赁）を巧し、 
巧電器に房す 


♦充電器に戻さないときは切ボタンを押しま 
す。 




親機 


保留音び鳴ったら 

ま話巧を取る 


参ネ目手の方とお話しでさます。 



I モ機 


1 <# 

テ機で通話中に 

度）を巧し、 
巧電器に房す 


♦充電器に戻さないとさは切ボタンを押しま 
す。 


I 他のモ機 


S 、 

巧電器か5取つ 
てを J 甲す 



♦通話ボタンび点灯して巧手の方とお話しで 
さます。 



J モ機か6モ機へとりつぐ 


J モ機か6巧機へとりつぐ 


J 巧機か6モ機へとりつぐ 



電話を自分ひとりでとりつぐ(ひとり転送) 
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子機か巧 11 ヘメットジを阮る（チ觸ひと声通知) 


UX-F12CW をお使いのときや、 UX-F12CL に子機 
を増設してお使いのときは、モ機か S 子機へメッセー 
ジを伝えることびできまず。（一ちのにメッセージを 
ちえるだけでず。お話しはでをません。） 



子機 

呼び出したい子 
傑の内線ま号を 
巧す 

♦通話ボタンび点滅します。 

♦呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ ■ ■ ■ ■ 」と鳴ります。 


I 子機 


/フジイさんか5^ 
電話びあったかろ) 
\連絡してみて つし 


4 # 

巧び出したモ機の 
方び電話に出た 
5、メッセージを^^^ 
伝える（約10砂 
な巧） 


•呼び出した子機のちとお話しはできず、声 
ち聞こスません。 


參 巧び出されたモ機 

メッセージび聞 
こそる 


^フジィさんから 
電話びあったから 
、連絡してみてっし 


0 呼び出された子機 

呼出音び鳴ったら、 

充電おか5取る 


♦充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「OFF」 にしているとさは通話ボタン 
を押しまず。 

♦通話ボタンび点滅します。 



6(# モ機 

^ツセージが終わつ 
たら 

ぶ)を巧す 

♦この操作をしなくてち約10砂をには自動 
的に電話は切れます。 



J モ機か6モ機へメッセージを伝える 


モ機か5モ機へぅ T ジををスる(モ機間ひと S 知) 


2-29 





<#モ機 

呼び出したモ機の 
方び電話に出た 
5、メッセージを 
伝える（約10巧 
な巧） 



參 呼び出されたモ機 

メッセージび聞 
こるる 


フジイさんから W ' 
電話びかかってさ] 
たか b 出て！ 




子機 



メッセージを話し終わつ 
たら 

モ機を巧電器に 
房す 

♦充電器に戻さないとさは切ボタンを巧しまず。 

参この操作をしなくてを約10秒後には自動的 
に転送されます。 

參 呼び出された子機 

をを巧す 
または 
ng" を巧す 

参外の巧手の方と通話でをます。 


参呼ひ出した子機のちとお話しはでさず、声 
を聞こんませル。 


UX-F12CW をお使いのときや、 UX-F12CL に子機 
を増設してお使いのとをは、子機にかかってをた電話 
をひと青だけメッセージを伝えて、他のモ機へ転送ず 
ることびでをまず。（一ちのにメッセージを伝えるだ 
けです。お話しはできません。） 


■ 呼び出しているモ機げ出ないときは 

g ) を巧すと、呼び出しをやめてな留になりま 
す。このあと。證7またはを巧すとがの巧手 
のちとの通話に戻ります。 



1嫁モ機 

モ機で外線通話中に 
内お/クリア を巧す 

&留） 

2<#モ機 

呼び出したい子 
機の内線ま号を 
巧す 

♦外線通話中の相手のちにはな留メ□デイび 
流れます。 

•呼び出したテ機び応答するまで「プププ 
プ ■ . . ■ 」と鳴ります。 

•通話ボタンび点滅します。 


呼び出された子機 

呼出音び鳴ったら、 

充電器か百取る 


•充電器に置いていないとさや、クイック通 
話を 「 OFF 」 にしているとをは通話ボタン 
を押します。 

参通話ボタンび点なします。 




^子機か 6 子機へ拓送する（ひと声捉送) 


J モ機か6他のモ機へお送する(ひと声拓送 




モ機からモ機へ転送する(ひと声転送) 
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ぺージ 


コピーやファクスをする前に .3-2 

コピー する . 3-已 

コピーの種類を選んでコピーする .3-6 


































コピーやファクスをする前に 


原稿は、一度に10枚までセットでをまず。 



セツトできる原稿のサイズ 

幅 148mm 〜 210 mm 


長さ1 28 mm 〜已〇 0 mm 


I I I ：厚さ0.□巨 mm 〜 □. 1 8 mm 

• コピーずるとさは記録紙び A 4 サイズなので 
A 4 サイズの原稿 （210 mm X 297 mm ) ま 
でしかプ U ントでさません。 

ただし、 A 4 サイズの長さを超える原稿を A 4 
サイズに分割してコピーずることびでをま 
ず。（分割コピー防 9-8 ページ） 

■ 原稿を読み取れる節因 

原稿を読み取るとさは、実際に読み取れる範囲び 
ままっています。原稿の端の部分は読み取れませ 
んので、ごを意ください。 

• 最大読み取り幅 205 mm 
参最大読み取り長送信原稿長 

(1 28〜已〇 0 mm ) から上下とを2〜日 mm を引 
いた長さ 
2〜已 


■ -度に2巧 1 U 上セツトでまない原稿 

参長さ 297mnn を超スる原 f 局 
•厚さ 0.12mm (90kg 用紙……四六判 (788 
X1091 mm) の用紙 1000 枚の重量）を超 
元る原稿 

• 厚さや大ささの異なる原稿 
■ そのままではセツトでまない原稿 

次のよラな原稿は複写機でコピーをとってから 
セツトしてください。 

• サイズび規定よりルさすざるちの 
(例：写真など） 

参フイルム状のちの 
参紙の厚さび薄すざるちの 
参しわ、破れ、折り目やソ U のあるもの 
参重カーボン紙、感熱紙など 
参コーテイングされているちの 




をお知6せ 

•ク1」ップやホッチキスの針は、必ず取り外してく 
ださい。故障の原因になります。 

•糊や修正液、ボールペンのインクなどは、よく乾 
かしてください。原稿送り□ーラや読み取り部 
(ガラス）のちれの原因になります。（ミちれたと 
きは US ' S - 3、8-已ぺージ） 

•原稿は無理に引を出さないでください。無理に 
引っ張ると読み取り面やインク U ボンに傷びつさ 
ます。「原稿びつまったときは」を参照して取り 
出してください。（防8-日ぺージ） 





n ピ—やフアクスをする前に 





















コピーやフアクスをする前に 


コピーや送信する面をウラ向をにして、原稿挿入□に 
入れてください。（一度に10枚まで） 



原稿拝乂口 



11巧な上の原稿びあるとを 

10枚の原稿をセットしたあと、コピーやファクス 
中に原稿び送られて減った枚数分を、セットされ 
ている原稿の一ま上に追加してください。 


記録紙をセツトしているとさは記録紙を取り出してから操作します。 


—ま下にある原 
稿を巧して、そ 
の化の原稿を取 
0な< 



で 




>原稿び1枚だけのとさは、そのまま手順2 
へ進みまず。 


原稿び自動的に 
が出される 


•原稿び排出されないときは（陌=8-日ページ） 


胃®/® 6 〇巧押して、 

みまたは： y ) で 
[ゲンコウ八イシ 
ュツ J を選び、 

を巧す 



ケ*ンコウ A イシュツ中 


1 原稿ガイドを原 


2 原稿はクラ向 




稿の幅に合わせ 「 

原稿ガイド 

/ \ 

1 をに！ 

n 

醫 

n 

る 1 


/ X 

1 コピーやを信す ] 

ゴ 

♦ 

dr 


l 0©@ 

グの廚廚 


セツトする （一 
風こ 10 巧まで） 


))© ⑤⑤ 

/の简简 


♦原稿び自動的に少し引を込み始めたら、 
を離して < ださい。 


手 


ットした原稿を取り出す（原稿排出) 


原稿を七ツトする 


© 



n ピ—やフアクスをする前に 
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コピーやフアクスをする前に 


7 シ」を表术しまず。 

] にちラ！回押すと切 


• 「フツウジ」に比べると、「チイヴナジ」「セイサイ」「シヤシン」で送るとファクスの送信時間び長くかかります。 
♦コピーをするときは、「フツウジ」や「セイサイ」を逞んでを、「チイサナジ」でコピーされます。また 
「フツウジ：コク」や「セイサイ：コク」を選んでも、「チイサナジ：コク」でコピーされます。 
♦ファクスを送信するときに画質/カナボタンを押さなかったとさは、自動的に「フツウジ」び選ばれます。 
• ファクスやコピー中に画質選択を切り替えると、次の原稿から画質び変わります。 

参「チイサナジ」でカラーの原稿や写真をコピーすると、配色によって部分的に写らなかったり、黒く写る 
ことびあります。 


原稿の文字の大きさや濃さ、写真など、種類に合わせ 
て、画質や濃さを選んでコピーやファクスびでさまず。 






薦〇を巧すたびに切0 
替わる 

フツウシ‘ 



M 回押すと「フツこ 
画質' 濃度を表示4 
り替わります。 


r フツウジ」 


「チイヴナジ」 


r セイサイ」 


r シヤシン」 


「フツウジ：コク」 


r チイヴナジ：コク」 


r セイサイ：コク」 


「シヤシン：コク」 


I 


参文字び大きくはっきり見えるときに 
還びます。 


♦文字びルさな字のとさに選びまず。 

( 「フツウジ」の2倍の密度で読み 
取ります。） 

画像びルさ<なる（縮ルされる）こ 
とはありません。 

♦細い線を使った図面や、更にルさ 
な字のとさに選びます。 

( 「フツウジ」の4倍の密度で読 
み取ります。） 

到言側に r セイサイ」び無し)ときは、 
自動的に「チイサナジ」に切り替 
わります。 

コピーのと きは選べません。 

参濃淡のある原 f 高（カラーの原稿）や、 
写真のとさに選びます。 


>原稿の文きなどび薄いときはロク」 
を選びまず。 


巧^お知 S せ 


磯 


巧-はな 
華-八ナ 
巧-はな 
華-八ナ 
巧-はな 


一巡すると「コク」を表示 
し、濃度び変わります。 



• 濃度を選ぶ 


© 



n ピ—やフアクスをする前に 
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コピーする 


US 


一度に10枚まで原稿をセツトしてコピーずることび 
でさます。 




等倍でコピーする 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセットずる 




に 


。に 




2コ透姑 巧す 


コヒ。一中 （ A 4) P . 1 

•コピーび始まります。 



♦コピーする面を下にしてセツトします。 
(一度に10枚まで） 

♦画質を逞ぶときは、画質/カナボタンを押 
します。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「チイ 
サナジ」で コピーし ます。 

■ 途中でやめるとさは 

を押します。 

(コピー中の記録紙び出てさます。このあと原稿 
び自動的に出てをます。） 

■ コピーの途中で画質を切日替えるとまは 

コピー中に熙〇を巧すと次のページから画質び切 
り替わります。（コピー途中の原稿の画質を変え 
ることはでさません。） 

■ 化大コピ ー/ 縮ルコピ ー/ マルチコピーをずると 
きは （防 3-6 ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは{防 =8-6 ぺージ） 

■ 記録がびつまつたとまは （ b ®=8-7 ぺージ） 


をお知6せ 

• 等倍でコピーしてち、機械の状態や記録紙の状態 
により厳密な等倍サイズにはならないことびあり 
(3^ 9 〇 

♦通話中にコピーを始めることはでをません。 

• コピー中に電話びかかってさたとさは、親機の受 
話器を取ってお話しください。親機のオンフック 
ボタンを巧してち、巧手からの声は聞こえます 
び、お話しできません。 

•コピー中は、内線通話や子機での通話はできませ 
ん。 

♦停止ボタンを押すと選んだ画質び取り消されま 
す。 
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コピーの種類を選んでコピーする 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をクラ向 

をにセツトする 




手順3のときに- 


C 


原稿挿入口 





♦コピーする面を下にしてセツトしまず。 
(—固こ10枚まで） 

参画質を選ぶときは、画質/カナボタンを押 
しまず。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「チイ 
サナジ」で コピーし ます。 


gMSiO を巧し、 

▲) または：▼で 
r コピーセツテ 
イ J を選び、 

fp ?? を巧す 


〈コピ-セッテイ〉 

1: カクタ'' イ 14日％ 


3 :▲) または：▼でコ 
ピーの種類を選 
び /^55 を巧す 
♦コピーび始まりまず。 

♦コピー終了後、等倍に戻ります。 

■ 7ルチコピーのとまにコピー巧数をまちびえたとをは 

气基〇を押してちラー度、枚数を入力します。 

■ 等倍コピーをずるときは（防=3-己べージ） 

■ 原稿げつまつたとをは（防>8-6ぺージ） 

■ 記録ががつまつたとまは （ b ®=8-7 ぺージ） 


「カクダイ140%」を選んだとき 

140%にお大してコピーします。 


B B 


「シュクシヨウ800 ん| を還んだとき 

80%に縮ルしてコピーします。 


B 


B 


「マルチコピー」を還んだとき 

複数枚のコピーをします。 

を巧して枚数を入力し、最後 

にこ圣5を押すとコピーします。 

(最大5枚） 


田"►[■口 


IB 


度 " お知 S せ 

• メモ1」一受信したデータびあるとをは、化大/縮 
ル、マルチコピーはできません。 

•拡大•縮ル、マルチコピーでは、画像をいったん 
メモ1」一に読み込みます。メモ U —容量びかなく 
なって「メモ U - ヴンリョウフソク」と表示さ 
れたとをは、通常の等倍コピーでコピーしてくだ 
さい。（防3-已ぺージ） 

• コピー中に電話びかかってきたとをは、親機の受 
話器を取ってお話しください。親機のオンフック 
ボタンを押しても、お話しでをません。 

• コピー中は、内線通話やテ機での通話はでをません。 



ち!^ 

IS 


コピーの 種類を選んで コピーする 


化大/縮ルコピーや同じ原稿の複数枚コピー(マルチ 
コピ ー) などがでさまず。 




n ピ—の種類を選んで n ピ—する 













































































ぺージ 

ファクスを送る .4-2 

海がへファクスを送る . 4-已 

電話帳や再ダイヤルでファクスを送る .4-6 

ファクスの受けかた .4-10 

ファクスを受ける .4-12 

メモリー受信したファクスを 

プリントする .4-16 

親機をちっと便利に使う .4-18 





















































ダイヤルボタン 




相手のちび出たらフ 
ァクスを送ることを 
伝えて 

^515を巧す 

♦ネ目手のちび電話を受けたらお話しすること 
びでさまず。 

•ネ目手のちのファクシミ U び留守ま電話のと 
さはその案内に従って操作しまず。 

•ネ目手のちび受信操作をずると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。 

(おまかせ送信） 

※回線の状態でおまかせ送信びでさないこと 
びありまず。このとさは「ピー」という音 
び聞こえたら FAX スタート/ま定ボタンを 
巧してください。 

•送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまった状態になりま 
す。豚 8-6 ページ） 


受話器を房す 



♦ファクス送信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こえます。 


ファクスを送る 


ファクスを送るときの操作でず。 

原稿は一度に10枚までセツトできます。 

相手のちのファクシミリびファクス専用のとをやお話 
ししないで送るときは、オンフックボタンを巧しま 
ず。 



♦送信する面を下にして原稿挿入□にセツ 
します。（一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。ページ）画質/カナボタ 
ンを巧さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信しまず。 

2受話器を取る^ 



♦ダイヤルボタンび点灯します。（ダイヤル 
ライト） 

参巧手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいときは （ C ぞ 4-3 ぺージ） 


「ツー」といラ音び 
聞こえたら 

ダイヤルする 

参まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
一」といラ音を確かめたあと、正しくダイ 
ヤルしてください。 

参押したボタンのま号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル 
機能）各ボタンの音声については、2-已ぺ一 
ジの音声一覧をご覧ください。 


0312345678 

S _ 


オンフック 

@ 


親機でお話ししてか6ファクスを送る 




ファクス 


フアクスを送る 


2 

国 

4 






























































ファクスを送る 


■ を信前に途中でやめるとまは 

受話器を戻します。を押してダイヤルした 
とさはを巧します。 

■ 11巧な上の原稿がおるとさは { b ®>3-3 ぺージ） 
■ r ほ信エラーがあ0ました。 J と聞こえた百 
{防 8-24 ぺージ） 

■ セットした原稿を取り出すときは（防 3-3 ぺージ） 
■ モ巧の操作でファクスを送るとまは 【 B を 4-4 ぺージ） 
■ ファクスを巧信したときの援了音を切り替えるとさは 

「シュウ U ヨウオン」 （ B を9-日ぺージ）で切り替 
/C よ 9 〇 


■ 原稿がつまつたとをは（防 =8-6 ぺージ） 

■ おまかせを信とは 

相手のちび受信操作をすると「ピー」といラ音 
(ファクス受信音）び聞こえ、「ファクスを送信 
します。【受話器を戻してください。】」とメッ 
セージび流れて自動的にファクス送信します。 

《 【】 内のメッセージは受話器を取っていると 
さのみ流れます。 

■ 読上げボイスダイヤル機能の音量ををえるとをは 

「親機のスピーカー音量ををえる」の操作をして 
ください。 （ B 穿 1-23 ページ） 

■ 読上げボイスダイヤル機能を解除するとをは 
(防 2-5 ぺージ） 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


.=^^=IL 




に 


了 


♦送信する面を下にして原稿拝入□にセット 
します。（一度に10枚まで） 

参画質を選ぶときは、画質/カナボタンを押 
します。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


2 才藏を巧す 


オンフックタ‘イヤルモート'‘ 

づ 





〇 「ツー」といラ音が 
聞こえたら 

ダイヤルする 

♦まちびい電話や誤送 
一」といラ音をおか 
ヤルしてください。 
参押したボタンの番号 
お知らせします。 （ 
機能） 

ちボタンの音声につ 
音声一覧をご覽<だ 

0312345678 

づ 

言を防ぐために、「ツ 
めたあと、正しくダイ 

をスピーカーの音声で 
読上げボイスダイヤル 

^ては、 2 -已ページの 
さい。 


H 電話びっなびったら 

C 53' を巧す 

•送信び始まります。 

•送信中、途中でやめるときは停止ボタンを 
押しまず。（原稿びっまったが態になりま 
す。 US ' S -日ぺージ） 

•ファクス送信び終わると終了音（鳥の声） 

び聞こえ、自動的に回線び切れます。 

■ 巧信前に途中でやめるとまは 

を押します。 

■ 原稿びつまったとさは （ b ®=8-6 ぺージ） 

@"お知 S せ 

♦ネ目手のちびファクス受信に切り替えなかったとさ 
など「オウトウガア U マセン」と表おされて 
ファクスび送られないことびあります。こんなと 
きは、「お話ししてからファクスを送る」 

(腐 =4-2 ページ）のち法で送信してください。 

• ファクス送信中にディスプレイに表おされるま号 
は相手のちのファクシミ U に登録されているま号 
(発信元ま号）ですので、実際にダイヤルした番 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて巧手 
のちにお認してください。） 

♦相手のちび自動受信（音声応答なしの場合）に設 
定されていると、こちら側には「ピー」という音 
び聞こ无ます。 

• 読上げボイスダイヤ j レ機能の発声中に次のダイヤ 
ルボタンを押すと、発声中の声を止め、なに押さ 
れたま号を発声します。このため、早くボタンを 
押すと音声び途切れます。音声を確認してから次 
のボタンを押ずことをおずずめしまず。 




親機でお話ししないでそのままファクスを送る 


フアクスを送る 


4-3 

























ファクスを送る 


親機にセットした原稿を、子機でダイヤルしてファク 
スを送信できまず。 




J モ機の操作でフアクスを送る 



参送信する面を下にして原稿拝入□にセット 
します。（一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


2<^ モ機 

1 い- 

1' が 

舊) を巧す 

1 \ / - 

く 

人 

♦通話ボタンび点なします。 





モ機 



「ツー」とい5音び 
聞こ文たら 

ダイヤルする 

♦まちびい電話や誤送信を防ぐために、「ツ 
一」といラ音をおかめたあと、正しくダイ 
ヤルしてください。 

■ 途中でやめるとさは 

向 を押しまず。 

■ 原稿がつまったときは （咳=8-6 ぺージ） 


4 (# 


モ機 


相手のちび出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 

りを巧す 


♦機能ボタンを押すと、親機びファクスを送 
り始めます 

参相手のちとお話ししないでファクスを送り 
たいとさは、電話びつなびったら機能ボタ 
ンを押しまず。 

♦相手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信腐"" 4-3 ぺ_ジ） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことがあ 
ります。このとさは「ピー」といラ音び聞こえ 
た5機能ボタンを押してください。 


モ機 

巧電器に房す 





ファクス 


フアクスを送る 
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時差など考えて上手にご利用くださし、。 


巧かへファクスを送る 


(例）アメリカ （1-212-123-4 已己 7) へ送る場合 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトする 


一 




\rr^r 


原稿巧乂口 



•送信する面を下にして原稿挿入□にセット 
します。（一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。ページ）画質/カナボタ 
ンを巧さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


2 ま話巧を取る 



XXXX 

S 一 


電話を社の識別 
番号をダイヤル 
する 

• 「マイライン」「マイラインプラス」を契 
約されているとさはダイヤルする必要はあ 
りません。 

♦押したボタンのま号をスピーカーの音声で 
お知らせします。（読上げボイスダイヤル 
機旨 B、 

各ボタンの音声については、2-已ページの 
音声一覧をご覧 < ださい。 


1010 をダイヤル 

XXXX 0 1 0 

する 



I 巿か局まを入れる 

(例)③①⑤ 


XXXX 0 1 01212 

& _ 


参最初にくる「0」はお要ありません。 


7ファクスま号をダ 
イヤルする 


XX 日]日 1 21212 3 4 已 6 7 

£ _ 


(例)の®感-@感©@ 


電話びつなびったら 

FAX スタ-卜/決を 

を巧す 


♦送信び始まります。 

•送信中、途中でやめるとさは停止ボタンを 
押します。（原稿びつまった状態になりま 
す。 BS ' S - S ぺージ） 

♦巧手の方び電話に出る前に FAX スタート/ 
ま定ボタンを押すとファクス送信びできな 
いことびあります。 


受話器を房す 



XXXX 0 1 01 

& _ 


I 固ま号を入れる 

(例）アメリカ 

① 


■ 途中でやめるとまは 

受話器を戻します。 

■ 原稿びつまったとまは { b ®=8-6 ぺージ） 


をお知 S せ 

♦ミ毎外へファクスを送るときは、国や地域によって 
回線状況びよくないところびあり、正常に受信さ 
れない場合びあります。 

♦国際通話や通信につきましては、電話会社によっ 
て可能な国や地巧などび異なりますので、詳し< 
は各電話会社までお問い合わせください。 


巧かへファクスを送る 




ファクス 


海外へファクスを送る 
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電話帳や再ダイヤルでフアクスを送る 


電話帳にファクスま号を登録しておくと、電話帳か5 
相手のちを選んでファクスを送ることびできまず。 

親機とモ機の電話帳にはそれぞれ100人分のま号を 
登録できまず。（防 2- 10〜 2- 14ぺージ） 

相手のちがお話し中など、をう一度電話をかけ直して 
ファクスを送るときは、再ダイヤルボタンを使って簡単 
にファクスを送ることびでをまず。 



毎ダイヤル日 lf< > 


ん 

< 電話帳 

ン 



V 


I 

受話器を置いたまま操作します。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向、 
をにセツトずる 


J 



します。（一度に10枚まで） 

♦画質を選ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。ページ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 

■ 透中でやめるとさは 

を押します。 

■ [■ほ信エラーびあ日ました。 J と聞こえた6 
(防 8-S4 ぺージ） 

■ 受話おを取ってファクスををるとさは 

① 受話器を取る 

② 「ツー」という音を確かめたあと、 

電話帳で送るとさは、 

抑 臨 ■ を押して、 ，:▲) または,: ▼) で相手の 
^を還び、を押す 

再ダイ/;^ルで送るとさは、 

再ヴイサル日卜> 

③ 巧手のちび受信操作したときの「ピー」とい 
ラ音び聞こえたら（または、相手のちとっな 
びったら）ミを押す 

④ 受話器を戻す 

■ 規磯の再ダイヤルの記憶をミ肖まずるとまは 

受話器を置いたまま操作します 

① H ? けル日を押す 

② キ篇〇も阳 

③ 「ピー」と鳴り再ダイヤルの記憶び消まされる 


■ 原稿びつまったとまは{防 8-6 ぺージ） 


巧"お知6せ 

• ファクス送信中にディスプレイに表示されるま号 
はネ目手のちのファクシ5 U に登録されているま号 
(発信元番号）ですので、実際にダイヤルしたま 
号と異なる場合びあります。（必要に応じて相手 
のちに確認してください。） 

• 電話帳や再ダイヤルから自動的にファクスを送る 
ときは、読上げボイスダイヤル機能は働きませ 
ん。 


も呵 

儘 ) 


電話帳でファクスをちるとを 

2 を巧し 

て i 、5、 んまた 
は： ▼) で巧手の方 
を透ぶ 

•ディスプレイで巧手のちを確かめます。 


再ダイヤルでファクスををるとを 

こ 再タィ村レ を巧す I 〈ヴイタ"イ中ル〉 

^ イケタ'' サトシ 


•ディスプレイで相手のちの名前（番号）を 
確認します。 



•自動的に送信を始めます。 


イケタ'' サトシ 
0 312 3 4 5 6 7 8 


親機の電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 



@風風掛 i 
@@®®i 
，掛@@璧 



電話帳や巧ダイヤルでファクスを送る 


6 

国 

4 






























































電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


名前の頭文字を入力して、巧手のちを電話帳か己選ぶ 
ことがでさまず。 


受話器を置いたまま操作します。 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセットする 




□電話帳 


を巧す 


に 


テ'' ンワチヨウ 

6ケン 

(ノコリ 

9 4ケン） 







イケタ'' サトシ 
0312345678 


♦送信ずる面を下にして原稿拝入□にセット 
しまず。（一度に10枚まで） 

♦画質を還ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信しまず。 


巧手の方の名前 
の頭文字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

♦還んだ文字から近い名前の巧手のちを表示 
します。 

♦探す巧手のちび選ばれていないとをは、;' 
または：'▼''，で選びまず。 


■ 途中でやめるとまは 

あ を押します。 

■ 原稿びつまったとまは { b ®=8-6 ぺージ） 


選5を巧す 

♦選んだ巧手のちに自動的に電話をかけま 
す。 

♦相手のちびファクス受信に切り替えると送 
信び始まります。 


巧^お知5せ 

♦ネ目手のちびファクス受信に切り替えなかったとさ 
など「オウトウガア U マセン」と表おされて 
ファクスび送られないことびあります。こんなと 
きは、「お話ししてからファクスを送る」 
(陵 =4-2 ページ）のち法で送信してください。 


規機の電話帳か6を前の頭文字を探してファクスを送る 





電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 
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電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


親機にセットした原稿を、モ機の電話帳や再ダイヤル 
を使ってファクスを送ることびでをまず。 


I 親機 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 


—— dahgiL 


に 


J 


\n^f 



♦送信する面を下にして原稿挿入口にセット 
します。（一度に10枚まで） 

♦画質を逞ぶときは、画質/カナボタンを押 
します。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


電話帳でファクスををるとを 


I モ機 


みまたは: V ) 
で巧手の方を選 
んだちと、 

を巧す 


ぷ 



(# 子機 

ネ目手の方び出たらフ 
ァクスを送ることを 
伝文て 

巧)を巧す 

♦機能ボタンを巧すと、親機びファクスを送 
り始めます。 

参巧手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいときは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

♦巧手のちび受信操作をすると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®=4-3 ぺージ） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあ 
りまず。そのとさは「ピー」とい5音び聞こえ 
たら、 機能ボタンを巧してくださし、。 



S 


子機 


ぷ 


を巧したあ 

とご▲，または： ▼) 
で巧手の方を選 
び、を巧す 


途中でやめるとさは 

手順3を行ラまでの間に S を押します。 


■ モ機の再ダイヤルの記憶をミ肖モずるときは 
{防 2-23 ぺージ） 

■ 原稿びつまつたとをは { b ®>8-6 ぺージ） 


巧^お知6せ 

• 親機や他のモ機でかけた電話ま号をテ機で再ダイ 
ヤルすることはでさません。 

•テ機で再ダイヤルでさるのは、24ケタまででず。 


も呵 

儘 ) 


ダイヤルボタン 


再ダイヤルでファクスををるとを 


J モ機の電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


ファクス 


電話帳や再タイヤルでファクスを送る 
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電話帳や再ダイヤルでファクスを送る 


S 子機の電話帳からち前の頭文字を探してファクスを送る 


通話ボタンを消なさせた状態で操作します。 

I 親機 


原稿ガイドを合わせ 

原稿をウラ向 
をにセツトずる 




1 



♦送信する面を下にして原稿挿入□にセット 
します。（一度に10枚まで） 

♦画質を還ぶとさは、画質/カナボタンを押 
します。（防 3-4 ぺージ）画質/カナボタ 
ンを押さなかったとさは、自動的に「フツ 
ウジ」で送信します。 


細 


カナ 



) 子機 

を巧す 

モ機 

巧手の方のを前 
の頭义字をダイ 
ヤルボタンで入 
力する 

(例）「イ」で探す： 

を2回巧す 

S 子徽 

▼) を巧す 


♦入力した文字から始まる巧手のちを表示し 
まず。 

♦該当する頭文字ではじまる名前び登録され 
ていないとさは、最を近い次の名前を表示 
します。 



■ 途中でやめるとまは 

を押しまず。 



5嫁モ機 

ぶまたは： y ) 

で巧手の方を選 
んだ®と、^ 

を巧す ^ 

•巧手のちのま号び表示され、ダイヤルを 
始めます。 

6(#モ機 

相手のちび出たらフ 
アクスを送ることを 
伝えて 


©を巧す 


•機能ボタンを巧すと、親機びファクスを送 
り始めまず。 

参巧手のちとお話ししないで、ファクスを送 
りたいとさは、電話びつなびったら機能ボ 
タンを押します。 

•ネ目手のちび受信操作をずると自動的にファ 
クス送信に切り替わります。（おまかせ送 
信 i ®=4-3 ぺージ） 

※回線の状態でおまかせ送信び働かないことびあ 
D ます。そのと舌は「ピー」という音び聞こえ 
たら、 機能ボタンを巧してください。 


子機 

巧電器に房す 



■ 原稿びつまったとまは { b ®=8-6 ぺージ） 




ファクス 


電話帳や巧ダイヤルでファクスを送る 
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ファクスの受けかた 


ファクスの受けかたは、「在宅モード」と「留守モード」の2つの種類びありまず。 


■巧ちモード時の操作 （咳 =4-1 2ぺージ） 

•ご購入時、呼出音の回数は「ムセイゲン」になっています。 


電話に出るまで 
呼出音び 
鳴り続ける 




(呼出音の回数 
:無制限） 電話に出る 


( 相手がファクスのとを） 

を押して受信します。 



相手が電話のとき 

引さ続さお話ししまず。 


費お知 S せ 

•呼出音の回数を！回に設定すると、ずぐに応答 
メッセージび流れてファクス受信になりまず。ま 
た、応答メッセージを流さないよラに設定ずるこ 
とはでさません。（応答メッセージび流れている 
間に受話器を取ると話すことびできまず。） 


儘) 


一定の呼出音び鳴った （1 〜2已回）あと、ファクス受信に切り替えることちでさます。 

(防 4- 14〜 4-1 已ぺージ） 

ただし、巧手のちび「ポー.ポー…」といラ音を出さずに送信するファクスをご利用の場合や、相 
手のちびスタートボタンを巧さなかったときは、自動的に受信できません。 FAX スタート/巧定ボ 
タンを押して受信してください。 


(家にいるとを) 


巧ちモー 


ファクス 


フアクスの受けかた 


4-10 



















ファクスのまけかた 


Is 


留守モード （留守にするとき） 


■留守モード時の動作 （ B を5-2~5-3ぺージ） 


相手がファクスのとさ) 

巧手びスタートボタンを押 
ずと自動的に受信しまず。 



設定した回数の 
呼出音び鳴る [ 

I I I I ■ 

(呼出音の回数 
: 4刚 



応答メッセージび流れる 

「ただ今、留守にしており 
ます。ピーと鳴りましたら 
お名前とご用件を…」 


※呼出音の回数は変更できま 
す。 （0® ■已 -3 ぺージ） 
※お買いあげ時、呼出音の回 
数は「4回」になっていま 
ず。 





通常の留守番電話の動作 
になります。 




送5れてきた原稿は、プリントするとき、縦方向に約93%に縮かします。 

ファクスを受信するとさに、受信日付や巧手のちのファクスに登録されている電話番号をプ U ントするため、 
縱ち向に約目3%に縮ルします。縮ルしないでプリントしたいときは、 受 制库の設定（防白-7ぺージ）を 
「トウバイ」にしまず。 

※ただし、「トウバイ」に設定をされても巧手のちの機械や回線、こちら側の機械や記録紙の状態に 
心よって' 正おに1巧1にならない場合びあります。_ 


フアクスの受けかた 



4-11 



















ファクスを受ける 


相手のちとお話ししたあと、ファクスに切り督えまず。 




原稿をセツトしていない状態で操作します。 



ファクスに切り替え 
ることを巧手のちに 
伝无て 

眶》_卜/;姑*-棚* 


♦受信び始まります。 

•受話器を取るだけで自動的にファクスに切り 
替わることちあります。（おまかせ受信） 

■ おまかせ受信について 

電話を受けたとき「ポー-ポー'''」といラ音び聞 
こえると、「ファクスを受信します。【受話器を 
戻してください。】」とメッセージび流れて自動 
的にファクスを受けまず。 

( 「おまかせ受信」を解除するには咳=9-日ぺ 一 
ジ） 

※回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあ 
ります。そのときは「ポ ー. ポー…」といラ音 
び聞こえたら(子機使用中のとさは 
@)を押してください。 

■ 記録おがつまつたときは （咳 =8-7 ベージ） 


■ 呼出音び一をの回巧 （ 1~25回）鳴ったおと、 
ファクス受信に切日替えるとまは 
{防 4-14—4-1 5ぺージ） 

在宅モード時のコール回数を設定すると、設定し 
たコール回数び鳴り「ポー.ポー…」といラ音を 
検出すると、ファクス受信に切り替わりまず。在 
ちモードでファクス受信されることびをいとさ 
や、電話に出ないでファクスを受けたい場合は、 
「在宅モード時のコール回数」を日回し U 下に設定 
して < ださい。 

7回し U 上に設定されると巧手の方び自動送信をさ 
れたときなどは、ファクスに切り替わりません。 
また、巧手のちび手動送信のときは、巧手のちび 
送信の操作（スタートボタンを押す）をしたとさ 
だけファクス受信でさまず。 


儘) 


ま話巧を房す 



♦ファクス受信び終わると終了音（鳥の声） 
び聞こ无ます。 


電話に出てか6ファクスを受ける（在宅モード時) 


ファクス 


フアクスを受ける 




(f 

— 


①感③ 
@⑥⑥ 
③⑥⑨ 

〇 
〇 
0> 
ジ 

〇〇 




C 


〇 

< 
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ファクスをまける 





親機に原稿をセットしていない状態で操作しまず。 


巧手のちにファクス 
に切り替えることを 
伝えて 

@を巧して、 

巧電器に房す 



•親機に原稿びセツトされているとさに機能 
ボタンを押ずと送信になります。 


■ おまかせ受信について 

電話を受けたとき「ポー-ポー…」といラ音び聞 
こえると「ファクスを受信します。」とメッセー 
ジび流れて自動的にファクスを受けます。 

( 「おまかせ受信」を解除するには陌>9-日ページ） 
※回線の状態でおまかせ受信び働かないことびあ 
ります。そのとをは、「ポー.ポー'''」といラ 
音び聞こえたら@を押してください。 

■ 記録紙がつまつたとをは{陵 >8-7 ぺージ） 


をお知 S せ 

参キャッチホンをご和用のとさは、ファクス通信中 
に回線からの信号で通信びできなかったり、画像 
に線び入ったりすることびあります。 

• コピー中はファクスを受けることはでさません。 
電話びかかってさたとさは、親機の受話器を取っ 
てお話ください。 

♦ネ目手の方びファクスを手動送信で送ってさたと 
さ、電話を受けてち無音の場合びありますので、 
呼びかけて応答びないことを再度確認してから、 
親機の FAX スタート/ま定ボタンまたは、子機の 
機能ボタンを巧してください。 


1呼出音び鳴ったら、 

充電おか己取る 


参充電器に置いていないとさや、クイック通 
話の設定を 「OFF」 にしているときは通話 
ボタンを押します。 

♦通話ボタンび点灯します。 



S モ機の操作でファクスをまける 




ファクス 


フアクスを受ける 



留 

の® Q 0 〇 
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電話をかけている 

(電話をかけたあと、ファクスを送ろ5としている） 



プルル （1 回目 ）一 


呼出音び鳴る 

プルル'^ 



呼出音が鳴っている間に受話器を取ると通話 
でをまず。 

通話したあと、ファクスを受信ずるには、 

FAX スター ト/ミちを 

してか5受話器を戻してください。 


プルル (1 回目） V 


プルル（日回目） 


プルル（日回目） 



巧^お知6せ 

♦呼出音の回数を7回しソ上に設定すると、巧手のちび自動送信や、ダイヤルしたあと、すぐにスタートボタ 
ンを押されたとさはファクスに切り替わりません。在宅モードでファクス受信されることびをいとさや、 
すぐに電話に出ないでファクスを受けたいとさは、「在宅モード時コール回数」を日回し U 下に設定して 
ください。已ぺージ） 

• 留守モードでお使いのときは動作び異なります。 （US' 已 -2 〜已 -3 ぺージ） 

♦巧手のちび「ポー.ポー…」といラ音を出さずに送信ずるファクスをご利用の場合や、巧手のちびスター 
トボタンを押さなかったときは、自動的に受信できません。このよラなとさは受話器を取ってから、 FAX 
スタート/ま定ボタンを巧して受信してください。 


も呵 

儘) 


ファクスをまける 


呼出音の回数を設定（咳' 4-1 已ぺージ）ずると、一定の呼出音が鳴ったあと、自動的にファクス受信に切り 
替えることができまず。 


—定の呼出音が鳴ったあと、ファクス受信する（巧宅モード） 


巧手側 


こち5側 


(巧出音の回数を日回に設定しているとさ） 


ファクス 


フアクスを受ける 
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ファクスをまける 


受話器を置いたまま操作します 


■ [ムセイゲンヨビダシ J になつているとさは 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 
(はじめは「無制限呼出」になっています。） 

■ 受信でまない巧態のときは 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 




9 または J I 

で r カイスウ七 
ンタク J を選び、 

を巧す 

〈カイスウセンタク> 

01-25 ヲ ニ ユウ U ヨク 


6 呼出音の回数を 
入力する 
(01 〜25回） 

(例） 0 日回⑨⑥ 


〈カイスウセンタク> 

ヴ‘イタクシ'' コール =日日カイ 


7巡 対，す 


日6カイ ニ シ7シタ 



8 をを巧す 


■ 巧出音の種!！ををえるとまは （ b ®>1-25 ぺージ） 


置録/機能〇 を巧す 


〈トウ□ク/キノウ〉 
1:シヨキトウ□ク 


:▲) または： ▼) 

で r オヤキ3ビ 
ダシオン J を選 
び、を巧 
す 


〈オヤキ3ヒ•夕*シオン〉 
1: 3ヒ''夕''シカイスウ 


r ヨビダシカイ 
スウ J を選び、 


〈ヨヒ•夕''シカイスウ〉 

1:サ*イタクゾコールスウ 


r ザイタクジコ 
-ルスウ J を選 
び、を巧 


ぐけ'' イタクシ'' コールスウ〉 
2 :ムセイケ*ンヨヒ•夕•シ 


呼出音の回数を巧える（巧ちモード時) 





フアクスを受ける 
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メモ U — 受信したファクスをプ U ントする 


次の手順でプリントします。あらかじめ、記録紙とインクリボンをセットしておいてください。 


FAX スター ト/納 


ミ^を巧す 


メモリーマイスウ 17イ 
キ□クシヲセツトシテ[ケツテイ] 


記録紙やインクリボ 
ンをセツトして 

を巧す 


FA ) (スタ-卜/決定 


>ディスプレイにメモ U - 受信している枚数 
び表示されまず。 


♦ずべての受信データのプ U ントを開始しま 
ず。プリントび終わると受信データび消え 
ます。 


■ プリント中にインク IJ ボンげな < なつたとまは 

受信した内容はメモリーに残っていますので、プ 
リント中の記録紙を取り出してから（防 =8-7 ぺ一 
ジ）、インクリボンを交換（防 8-8 〜 8-10 ぺ一 
ジ）してください。 

■ 途中でやめるとさは 

を押します。 


巧"お知 S せ 


I 受信プリント（咳>9-7ぺージ）の設定を「シュ 
ドウ」にしていると、ファクスを受信するたび 
に、受信内容はメモ1」一に保存されます。このと 
きを上記の操作でプ U ントしてください。 


ファクスを受信したとを、記録紙やインクリボンびな 
くなっていると、受信したデータはプリントされずに 
メモ U - にな巧されまず。これをプリントするとき 
は、下記の操作を巧ってください。 



巧ををれているメモリー受信データをプリントする 


><モリーに受信したデータが保存されているとさは、下のよラにディスプレイ表示されます。 



23 2 7 0 9 ;日日 AM 
シ '' ユシンテ'' ータカ’' アリ7ス 


メモ U — 受信したフアクスをプリントする 






























メモ u — ま信したファクスをプ u ントする 


■ メモ U - 受信が巧について 

A 4 サイズの当社標準原稿（英字で文字数び700 
字程度の原稿）を「フツウジ」で約22枚までメモ 
U —受信でをます。（原稿の内容によって、受信 
でさる枚数はをわります。） 

受信メモリーと録音用のメモ U —は同じメモ U — 
を使用しています。録音などび残っていると、メ 
モ1」一受信でをない場合びあります。 

■ メモ y - びいつぱいになつたとさは 

{ r メモリー受信 J の設定び「ジドウ J のとを） 

受信の途中でメモ U —びいっぱいになると、受信 
び止まり通信エラーになり、メモ U —を使わない 
受信モードに自動的に切り督わります。再送され 
たとをなどは、メモ U - に記録せずに記録紙にプ 
U ントします。 


をお知 S せ 

• 「メモリー受信」の設定 （ B を 4- 18ページ）を 
「シナイ」にずると、 

•受信したファクス内容によっては、記録紙の途 
中で分断されてプ U ントすることびあります。 

-通信ま度びメモ U —受信のとさよりを遅くなる 
ことびあります。 



フアクス 


メモリ—受信したフアクスをプリントする 
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登緑/臟〇 > 「シヨウサイセツテイ」 

f を選ぶ 

スル 

シナイ W 


FAX スタ-卜/巧定 

cVS 




FAX スタ-卜/ミ視 


FAX スターい納 


> 「メモリージュシン」を選ぶ>> 

停止 


巧：ジドヴ 

から選ぶ 


キータッチ音 


親機のボタンを押したときに「ピッ」という音（キータッチトーン）を鳴らしまず。 
•アリ 親機のボタンを押したときに「ピッ」という音（キータッチトーン）び鳴ります。 
•ナシ 「ピッ」といラ音（キータッチトーン）び鳴りません。 


登録/隱能〇 >「シヨウサイセッテイ」> >「キータッチオン」を選ぶ >> 

マを選ぶ マ ー^マ 

. FAX スタ-!'/ミ視 . | 1■ノ 1」 1 . FAX スタ-卜/決定 、 停止 

♦ 2 :ナシ ♦ @ 

のどちらかを選ぶ 


いったん X モリーで受信します。記録紙やインクリボンがなくなったとさは、安信した内容は X モ 
U —に記録しています。 

•スル メモ U —で受信します。 

- シナイ 直接記録紙にプ U ントします。記録紙やインクリボンびなくなったときはファクス受信できません。 

-ジ ドウ ><モ|」一受信中にメモ U —びいっぱいになるとなに受信するとさに、メモ U —受信しないで直接、 
記録紙にプリントします。 


■ 途中でやめるとまは 

eg ) を押します。 

■ 1つ前に戻るとまは 

キて茲〇を押します。 


親機をもっと便利に®う 

コピーやファクスをもっと便利に使うために、いろいろな登録や設定ができまず。 

親機で設定します 

各項目（ディスプレイ表示）を選ぶとさはマルチファンクシヨンキーの’: A ' l または ’:▼) で選びます。 

工場出荷時は！^■に設定されています。 

メモリー受信 


ファクス 


親機をちつと便利に使ラ 


はた5き 手順 


はた i 
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留守番電話 


\ \ 

ぺージ 

留守に設定する . 已 -2 

留守設定を解除して録音内容を聞く . 已 -4 

録音内容を再生する . 已-已 

録音内容を消去する . 已 -7 

自分で応答メッセージを録音する . 已 -8 



留守番電話 












































留守に設定ずる 


外出中に相手のちの伝言を録音したり、また、ファク 
スを自動受信しまず。 

相手のちの田件は、1件につき最大約3分間録音でき 
ます。ずべての録音を合わせて、最大約12分間また 
は、30件まででず。 



留守— 


) を巧す 


コテイオウトウメッセーゾ 


•固定応答メッセージび流れます。 

•録音できる残り時間び日分し U 下のときは、 
「残り約〇分、録音できまず。」と流れま 
す。 



固定応答メッセージ 


「ただ今、留守にしておりまず。ピーッと鳴り 
ましたらお名前とご用件をお話しください。フ 
アクスを送られるちは、スタートボタンを押し 
て < ださい。」 


■ 自分で録音した応答メッセージ（オリジナルメッ 
セージ）にするとをは 

①あらかじめ応答メッセージを録音する 
(防已ぶページ） 


国も 


② @を押ず 

③ 固定応答メッセージび流れている間に （§) を 


押ず 


■ オリジナルメッセージを還んだときは 

いったん留守設定したとさに、才1」ジナルメッセー 
ジを選んでおくと、巧に留守設定したとさち、才 U 
ジナルメッセージになりまず。 

■ オリジナルメッセージか百固定メッセージにする 
とまは 

① 留をを押ず 

② 才 U ジナル メッセー ジび流れている間に (5 
を押ず 

■ 固をメッセージが流れたあと[■ピ ー J と鳴るまで 
の時間ををえるときは 

はじめは2秒に設定されています。1砂または4 
砂に変更することびできます。 

(発信音待ち時間-日ページ） 


をお知6せ 

•才 U ジナルメッセージを選んだとをでも、ファク 
ス受信でさなくなったとさや録音びでさなくなっ 
たときは、自動的に固定メッセージに切り替わり 
ます。 （ DS ' S - S ぺージ） 

•録音時間び残り]分1；(下、または残りの件数び3 
件し U 下になっているとをは、留守設定したとさに 
「メモ1」一びちラすぐいっぱいです。」と音声で 
お知らせします。このとをは不要な録音を消して 
ください。（防已 -7 ぺージ） 

♦ファクスのメモ U —受信データびあると、録音で 
きる時間び少なくなりまず。 

•留守設定中にファクスをメモ U —受信すると、 
ディスプレイに「ジュシンデータガア U マス」と 
表示されまず。（防 4-1 已ページ） 



留守に設定する 


留守番電話 


留守に設定する 
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留守に設定する 


固定応答メッセージの内容は変わりまず。 


ファクス受信できるび、録音でをないとき 

「ただ今留守にしております。ファクスを送られるちは、 
スタートボタンを押してください。電話の方は、恐れ入り 
まずび、後程おかけ直しください。」 

録音はできるが、ファクス受信できないとき 
(インク U ボンがないとをなど） 

「ただ今留守にしております。ピーと鳴りましたらお名前 
とご用件をお話しください。」 

ファクス受信ち録音ちできないとを 

呼出音び鳴り続けて、応答しません。 


■ 巧手の方び自動送信でファクスを送っていると定は 

「ポー-ポー'''」といラ音を検出すると、自動的 
にファクス受信に切り替わります。（ファクス受 
信可能な場合のみ） 


■ 応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数をを 
えるときは{留守モード時のコール回数） 

応答メッセージび流れるまでの呼出音の回数を設 
定しまず。 

① sa/tKO を押す 

② または‘‘、 ▼} で「オヤキヨビダシオン」を選 
ひ'、娜す 

③ 「ヨビダシカイスウ」を選び、ミを押す 

④ ’''、▲，なたは‘’、，;で「ルスモードコールカイス 
ウ」を選び、 '255 を押す 

⑥ダイヤルボタンでコール回数を入力する 
(01 回〜2已回） 

⑥娜す 


⑦を押す 


■ 留守設定中に巧手の方の録音中の青を聞くときは 
(お青拝巧） 

留守録音中に巧手のちの録音中の声と応答メッ 
セージびスピーカーから聞こえます。 

0) 登 M ぉ〇を巧す 

② (§) を4回巧す 

③ 娜す 

④ 「ルス□クモード」を選び、ミち聲を押す 


⑤ ；，または'ス，'で「オコエハイチヨウ」を選 
び、 ' cSS を押す 

⑥ ;または’'ス，'で r ア1」」またはけシ」を逞 
び、 " cSS 娜す 

⑦ を巧す 


をお知 S せ 

• 応答メッセージび流れている間や録音している間 
に受話器を取ると、通話でさます。（親機、子機 
とち） 

• メモリー容量びないとさ（メモ U- びいっぱいの 
とを）は、ファクスをメモ U- 受信することや録 
音することびでさませんので、応答メッセージび 
自動的に切り替わります。また、メモリーびいっ 
ぱいで記録紙びないとさは、呼出音び鳴り続けて 
自動応答しません。そのときは、記録紙をセット 
してメモ U —受信データをプリントするか 
(防 4-1 已ぺージ）、不要な録音を消去してくだ 
さい。（防已 -7 ぺージ） 

• 録音とメモ U —受信は同じメモ U —を使用してい 
ます。メモ U —受信データびあると録音でさる時 
間び少なくなります。 




留守番電話 


留守に設定する 
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留守設定を解除して録音内容を聞 < 


帰宅したあと留守設定を解除ずるだけで、留守中に録 
音されたメッセージを聞くことがでをまず。 



1 留守— 

(句を巧す 「2月り日4 : 4 5 PM 1 

^ ルスセツテイ 


録音されている件数び表 
示されまず。 

参留守を解除すると、留守設定中にかかって 
をた録音内容を自動的に1回再生します。 

参再生中は已-已ページと同じ操作で「早聞 
を」「遅聞さ」「次の録音にとばす 」 n 
つ前の録音に戻す」ことびできます。 

♦録音内容を]件再生するごとに、録音され 
た時刻を音声でお知らせします。 

(タイムスタンプ） 

♦留守設定を解除しな<てち、留守録を聞< 
ことびできます。（1®=已-已ぺージ） 

■ 再をを途中でやめるとまは 

を押します。 

■ ディスプレイび点滅しているとをは 

• 留守に設定中にディスプレイび点滅している 
ときは、新しく入った録音びあります。 

また、メモ録音や通話録音び入ったときも点 
滅します。 

•留守を解除したあとでも「ミサイセイ□クオ 
ンガア U マス」と表示されているとさは、ま 
だ再生していない（未再生）録音（メモ録音 
や通話録音、留守録）びあります。 

/ tii ,, 就〇を押して約 3 秒(上再生すると再生済 
みになります。全て再生済みになると消巧し 
まず。（防已-已ぺージ） 

•まだ再生していない録音を聞くとさや、録音 
をもラー度聞さ直すとさは、「録音内容を再 
生ずる」己-已ぺージ）の操作をします。 



留守設定降の再生について 


留守設定 留守設定曲除 


1件目 
再生スミ 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生ス S 

5件目 
未再生 

6件目1 
未再生1 



留守設定 ii (後の歸音を巧 
生します。留守設定なを 
の録音びない場合は自動 
再生はしません 


■ 視機のディスプレイに「ジュシンデータガアリマ 
ス J と表示しているとまは 

送られてさたファクスびメモ U - に残っていま 
す。すべての受信データをプ U ントすると「ジュ 
シンデータガア U マス」の表示び消えまず。 
(防 4-1 日ページ） 


巧^お知6せ 

• 曰付は録音されていません。 

♦曜日は親機のディスプレイに表示されません。ま 
た録音ちされません。 

• 親機の時刻設定びまちびっていると、まちびった 
時刻び記録されます。 1-27 ページ） 

• 再生中は、親機のディスプレイに日付と時刻び表 
示されます。 

• 一度聞いた不要な用件は消まして<ださい。録音 
されている用件びをいと、メモ U —容量びかなく 
なり、新しく録音することやファクスを受けるこ 
とびでをな<なることびあります。 

♦消去しない限り、新しく録音される用件は、前の 
用件の最後に続けて録音されます。 




留守設定を解除して留守録を聞< 


留守番電話 


留守設定を解除して録音内容を聞く 



5-4 

































録音内容を再生ずる 


親機に録音されている内容（留守中に録音されたメッ 
セージや通話録音、メモ録音）を再生ずるとをの操作 
でず。 



■ 


留守設定しているとを 

留守設定 


留守設定な後の録音を再 
をする（留守設定な後の 
録音びない場合は1件目 
から再を） 

留守設定していないとさ 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

5件目 

日件目 

再生ス S 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


未再生の摄音なをを再生する 
味再生の録音びない場合は1件目から再を) 

再をを途中でやめるとまは 

を押します。 _ 

-再生中は巧のような操作びできます。- 


再生中に、 ® を巧す 

早聞をや遅聞をずるとをは I 

再生中に、 細が 爲〇を巧す（速くなる）， 

畢 

もラー度、 補]:脚仲 J し^ を巧す（遅< なる） 

畢 

もう一度、/ Ehtfs 歲〇を巧す{もとに戻る） ■ 


再生中に、を)を巧す 


1つ前の録音に戻ずときは 

再生中に、を).を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再生しまず。 

聞をたい録音まで戻ずとさは、更にくり返して 

スを対甲します。 （1 回巧すごとに1件ずつ） 

" 3砂 W 上再生したあと、运 )„ 

ボタンを2回続けて巧ずと 


1件目 
再をス S 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生スミ 

己件目 
未再生 

6件目 
未再生 



♦ 

-1 


聞さたい歸胃まで戻すとさ 1つ前の歸音 

は、さ5に^(^をくり返しに民る 
押してデイスフレイで件数 
を確認する 



次の録音にとばずときは 


今聞いている録音を聞き直すときは 


1件目 

2件目 

3件目 

4件目 

5件目 

6件目 

再生スミ 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


1暦箭。を巧す尸,類75ふ J 5 PM > 


—録音された日時び表示 
されます。 

• 「留守」に設定しているとさと、していな 
いとさでは再をする内容び変わります。 

(約3秒(上再生した内容は再をス=にな 
ります。） 


■ 再を中に電話がかかってまた百 

再生び止まります。このあと受話器を取ると、通 
話でさます。 


親機で録音内容を再生する 




留守番 li 話 


録音内容を再生する 
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I 




通 


■ 再ちを途中でやめるとまは 

10 を押しまず。 


巧の録音にとばずときは I 


再を中に、がム）を巧す 


再生中に、@を巧す 
ちとに戻すとまは、ち5—]! 


1件目 
I 再生ス5 


早聞をずるとをは 


(約3砂 L ソ上再生した内容は再生スミにな 
ります。） 


再生中に、@を巧す 


今聞いている録音を聞き直ずと 


2件目 

3件目 

4件目 

已件目 

日件目 

未再生 

未再生 

再生スミ 

未再生 

未再生 


モ再生の錄音むをを再生する 
(未再生の録音びない場合は1件目か5再を） 


再生中は;夕のような操作びできます。 


宜、をを}申す 


こさは 


1つ前の録音に戻ずときは 


再生中に、咬多)を2回続けて巧す 

今聞いている録音の1件前から再をします。 

聞さたい録音まで戻すとさは、更にくり返して 
均ち)を押します。 （1 回押すごとに H 牛ずつ） 

3砂 liLhB ちしたあと、 (§) 
ボタンを2回続けて巧ずと 


H 牛目 
再生ス S 

2件目 
未再生 

3件目 
未再生 

4件目 
再生スミ 

巳件目 
未再生 

6件目 
未再生 



♦ 

-1 


聞さたい録音まで戻すとさは、1つ前の録音 
さらに(が‘）をく 0返し押すに戻る 


看舌ボタンを消巧させた状態で操作します。 


@を2回巧す 



• 惜守」に設定しているときと、していな 


留守設定しているとき 

留守設定 


} 


1件目 
再生ス S 

2件目 
未再を 

III 

4件目 
毎生スミ 

溫 

日件目 
未再生 


留守設定 U をの録音を再生す 
る（留守設定をの録音びな 
い場合は1件目から再を） 

留守設定していないとを 


■再を中に電話びかかってきた百 ^33が S せ 

呼出音び聞こえ再生び止まります。このあと•一度聞いた不要な用件は消去してください。録 
を押すと通話でさまず。 音されている用件びをいと、メモ U —容量びか 

なくなり、新しく録音することやファクスを受 
けることびでさなくなることびあります。 
♦消去しない限り、新しく録音される用件は、前 
の用件の最後に続けて録音されます。 

• 親機の時刻設定びまちびっていると、まちびっ 
た時刻び記録されます。（防=1 -27 ページ） 


子機で録音内容を再生する 




留守番電話 


録音内容を再生する 


る 

生 

再 

を 

客 

巧 

音 

愚 




© QQ © 曲〇 
©田のの 0 }"^ 


5-6 






























































録音内容を消去する 


一般録音（留守中に録音されたメツセージや通話録 
音、メモ録音）を消'去しまず。 




受話器を置いたまま操作します。 



這〇をがす 


■ 規機のメモ y — の使用量を巧認ずるときは 
{メモリーほ用量表示） 

①登 Mg 目〇ホホ甲す 


@@を4回押す 


^ FAX スタート/游如加 

③を押ず 


FAX スタ-卜/まを 


④ ’''▲',1 または‘ス，'で「カクニン」を選び ' C ホ 
を押ず 

⑥「メモリーシヨウリョウ」を選び、 

を押ず 


ショウキヨシ7シタ 


イツ!い □クオンショウキヨ 



メモ U —シヨウリョウ ] 日％ 


消したい録音を再生 
中に 

"礁〇を2回巧す 


] ケンメショウキョシマシタ 




—破録音をすべて消す 


録音を1つだけ消す 


⑨⑥⑨@ 
© ⑥⑥@ 
①④®@ 
〇 



留守番電話 


録音内容を消去ずる 


⑧を押す府機画面に戻ります) 
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自分で応答メツセージを録音する 


留守設定したときに流れる固定応答メッセージの代わ 
りに、自分でメッセージを1種類録音でをまず。（才 
リジナルメッセージ） 

録音でをる時間は他の録音と合わせて最大約12分で 
ず。 


登録/機能 G を巧す 


〈トク□ク/キノウ〉 

1 :シヨキトウ□ク 


またはみで 
r シヨウサイセツ 
テイ J を選び、 

を巧す 


▲) または女で 
r オウトウメッセ 
ージ J を選び、 

を巧す 


r □クオン J を 
選び、を巧 


〈ショウサイセツテイ〉 

1:ナン八'’ーテ’' イスフ n レイ 


〈オウトウメッセーシ '' 
1:□クオン 


オリシ"ナル □クオン 


FAX スタ-卜/ミ規 

($> を巧して 
か5、受話器で 
巧答メッセージ 
を話す 



応答メッセージの例 


「はい、〇〇です。ただ今留守にして 
おりますので、ピーといラ音び鳴りま 
したら、メッセージをお話しください。 
ファクスを送られるとさは、スタート 
ボタンを押してください。」 


録音び終わったら 

を巧してか 
5、受話器を房 
す 


♦録音したメッセージを再生します。 



受話器を取る 



■ 応答メッセージの内容を聞くとまは 

手順4で「サイセイ」を選び、を押しま 
す。 

固定メッセージび再生されたあと、続けて才 U ジ 
ナルメッセージび再をされます。 


途中でやめるとさは 

をを巧します。 

な答メッセージの内容を変えるとまは 

録音した内容を消してから、もラー度録音しまず。 

な答メッセージを遇ぶとまは{腐=5-2ぺージ） 


■ 応答メッセージをミ肖ずとまは 

① 手順4で「クリア」を還び、を押す 

② もう-度娜ず 


をお知 S せ 

♦応答メッセージを設定していてを、ファクス受信 
でをなくなったとをや録音でさなくなった場合 
は、自動的に固定応答メッセージに切り替わりま 
す。（防已 -3 ぺージ）記録紙やインクリボンを 
セットして受信内容をプ U ントしたあと、または 
用件を消去すると才 U ジナルメッセージに戻りま 
す。 



応答メッセージを録音する 


留守番電話 


自分で応答メッセ—ジを録音する 


5-8 






















